
静岡 SSU ボニータ

私が大事にしている言葉は 「継続は力なり」 です。 この言

葉は、 簡単に結果が出ない時こそ、 諦めずに歩み続ける大切

さを教えてくれます。

私自身も昨年、 試合に出るどころか、 ベンチにすら入れな

い、 とても悔しい時期を過ごしました。

しかし、 その状況に屈することなく 「なでしこリーグ出場」

という目標を立て、 日々のトレーニングに励みました。 他の

選手と比較するのではなく、 自分自身の成長に焦点を当て、

地道に取り組み続けた結果、 その努力が認められ今年はレ

ギュラーの座を掴むことができたと思っています。

皆さんも何かに挑戦する中で思うように結果が出ない時も

あるかもしれません。 その時は継続することの力を信じ、 諦

めずに続けてみてください。 どんなに小さな一歩でも、 必ず

目標に近づく力になると思います。

■安間　帆乃香 （あんま　ほのか）　２００４年生まれ。 磐田市出身。

磐田東高等学校でプレー後、静岡産業大学に進み、現在同サッカー

部に所属。 2023 年よりプレナスなでしこリーグ１部の静岡 SSU

ボニータでプレー。 ボジションはゴールキーパー。
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来
年
度
、
磐
田
市
は
市
制
20
周
年

を
迎
え
ま
す
。
平
成
17
年
の
５
市
町

村
合
併
の
年
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
が

二
十
歳
を
迎
え
、「
磐
田
市
は
ひ
と
つ
」

と
い
う
認
識
が
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

「
共
創
で
盛
り
上
げ
る
20
周
年
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
提
案
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
や
講
演
会
も
実
施
し
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
お
祝
い
し
、
さ
ら
に
本
市

の
発
展
、
飛
躍
を
目
指
す
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
旧
竜
洋
町
時
代
か
ら
ご
縁

が
続
く
「
長
野
県
喬た

か

木ぎ

村む
ら

」
、
旧
豊
田

町
時
代
か
ら
ご
縁
が
続
く
「
長
野
県

中
野
市
」
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
加

え
て
今
年
の
夏
に
は
、
旧
磐
田
市
時

代
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
ダ
グ
パ
ン
市
」
を
訪

問
し
、
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
時
差

が
１
時
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
子
ど
も
た
ち
同
士
の
交

流
が
図
れ
な
い
か
対
話
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
他
に
も
国
内
の
友
好
都

市
で
は
「
長
野
県
駒
ヶ
根
市
」「
長
野

県
伊
那
市
」「
岡
山
県
玉
野
市
」、
海

外
の
姉
妹
都
市
で
は
「
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
市
」
が
あ

り
ま
す
。
観
光
に
来
た
「
交
流
人
口
」

で
も
な
く
、
移
住
し
た
「
定
住
人
口
」

で
も
な
い
「
関
係
人
口
」
が
こ
れ
か

ら
の
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
観

光
以
上
移
住
未
満
で
継
続
的
に
多
様

な
形
で
地
域
に
関
わ
る
人
は
、
人
口

が
減
少
し
、
地
域
の
担
い
手
不
足
の

時
代
に
、
住
民
同
様
に
大
切
に
す
べ

き
存
在
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
制
20
周
年
を
機
に
本
市
の
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
を
改
め
て
見
直
す
中
で
、

友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
と
の
関
係
を

よ
り
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
市
と
ご
縁
の
あ
る
地
域
と
の
つ

な
が
り
づ
く
り
の
手
始
め
に
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
旅
行
に
行
っ
た
り
、
お
い

し
い
特
産
品
を
購
入
し
た
り
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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